計画6-1 日本列島遺跡出土のサルの形態学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果) by 松井, 章
Title計画6-1 日本列島遺跡出土のサルの形態学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)松井, 章










菱田 靖 (京都大 ･霊長頬･集団遺伝分野)
昨年度の共同利用研究で多型を確認した19の
マイクロサテライトを使い､アフリカとアラビア
半島のマントヒヒの比較を試みた｡エチオピアの
1地域40頚のヒヒとサウジアラビア3地域53
銃のヒヒからDNAを抽出し､PCRにてマイク
ロサテライト脚或を増幅し､サイズを比較したと
ころ.多型は見られたがエチオピアとサウジアラ
ビアでの有為な地域差は見られなかった｡
一方.同じマーカーを使ったヤクザルとこホン
ザルの比較では有為な芸が見られた｡マントヒヒ
のマイクロサテライトにてPCR産物がみられな
いnullalleleが多く見られた｡
今回使用したマイクロサテライトの多くは2塩
基Jil位の反校である.サイズの決定は･パソコン
ソフトにてスタンダードマーカーとの比較から導
き出され､同じサイズと考えられるサンプルでも
プラスマイナス1程度の差が見られる｡この差は･
規子鑑別では同盟にならなくとも･集団道伝学的
アプローチでは問題となる｡これらのことから･
ェチオピアとサウジアラビアのマントヒヒ集団の
比較にはこれらのマイクロサテライトは適切では
なく.他のマーカー.例えばミトコンドリアDN
Aの塩基配列の比較.がより適切であろうと考え
られる.この結果は.1998年度国際シンポジウ
ム ーァフリカ産オナガザル科霊長漁の適応と進
化'にて､` Geneticdifferentiationbetween
ArabianandEthiopianhamadryasbaboons'の内
容の一部として発表された｡
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日本列島遺跡出土のサルの形態学的研究
松井章 (奈良国立文化財研究所 ･埋文センター)
十数年にわたって､日本列島各地の考古追跡
で出土した動物骨の資料について､出土状況を記
載するとともに､それらを収先することに努めて
きた｡それら資料につき､データベース化すると
ともに､これまでにニホンザルの舌骨を出土した
追跡をリストアップしていく作美を開始した｡ま
た発掘報告台等の文献資料を対照することにより､
それら追跡の時代､生活環境､特異性などに関す
る情報を拾い出して整備していく作業を進めた｡
同時に､ニホンザル骨をフッ素年代測定していく
ためのサンプルを作成していった｡これは将来､
年代測定科学の研究者と協力して相対年代を測定
していくための資料となる｡
これまでに収袋したニホンザル舌骨の出土地は
約90遺跡にのぼるが､それら舌骨染料の一掛こ
ついて､骨格の部位を詳細に記載するとともに､
形態測定を実施し､写真資料を作成した｡まだ地
域性や地域変異を分析するに十分なデータとなる
にはいたらないが､そうした分析を進めていくた
めには欠かせない基礎資料となるものである｡何
年かにわたる研究で､こうした基砧的な作文を鋭
意､継続していく必要がある｡
同時に､石川県珠洲郡能都町教育要員会を訪ね､
同地の責脇追跡で出土した大量の動物骨資料を出
理して､ニホンザルの骨を同定し､選別し､骨格
の部位を定量的に記載するとともに､可能なかき
りの骨計測を行った｡縄文時代の中期から後糊に
かけての集落の跡である同遺跡は､大玉のイルカ
骨を出土したことで有名であるが､ニホンザルの
骨も多々出土しているが判明した｡縄文時代のニ
ホンザルの地域差を考えるうえで非常に田並な汽
料といえよう｡
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